
 

 

パソコンでタイ語手紙を書く方法（WindowsXP 版・実践編） 
 
 効率よく文章を入力するためには、いくつかのツールを同時に起動しておくことが有効です。下の図は編集

中のワープロ画面をパソコンのディスプレイの上部に表示し、その下にスクリーンキーボード、さらにその下

にタイ語辞書を表示してあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２段目のキーボードをマウスでクリックしていけば上段のワープロ上にタイ文字が入っていきます。下段の

辞書で単語を確認したり、ワープロへ単語を転送したりします。文例集のＰＤＦファイルも、いったん開いた

あとで最小化し、必要に応じて、最大化＞カット＆ペースト＞再び最小化といった方法で利用できます。 
 
 ワープロ画面は、あらかじめフォントサイズを２４くらいで設定したものを用意しておくわけですが、一行

おきに１１ポイント程度の行を作っておいて、そこに日本語訳を書き込んでいくと保存用対訳版ができて便利

です。タイ文字は上下に伸びていくために、同じサイズで日本語と混在させると、タイ語が小さく、日本語が

大きくなってしまいますので、タイ語部分を２倍程度にはしておかなければなりません。 
 
 できあがった文書をそのまま送っても良いのですが、それを手本に手書きをしても良いでしょう。そのまま

印刷する場合は、プランのワード用便箋をダウンロードして使えば、宛名枠が用意されていて便利です。 
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